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令和５年１０月２０日 校長 池田 誉

９月２９日（金）、全校バス遠足で岡山市に出かけました。

この日は朝からすっきりと晴れて、絶好の遠足日和。全員元気

に出発し、バスの中から見える景色や、５・６年生が出してくれ

るクイズを楽しみながら目的地に向かいました。

最初の見学先「岡山城」では、天守閣までの通り道を、たてわ

り班で城のつくりを観察し、協力してクイズを解きながら歩きま

した。天守閣に入ると、いろいろな展示物を興味深く観察しながら最上階まで上りました。

「後楽園」で美しい庭園を鑑賞した後、たてわり班でお弁当を食べました。

「岡山県立博物館」では、学芸館の方のお話に耳を傾けながら、高瀬舟や古墳から出土したも

のなどの貴重な展示物を熱心に見ていました。

最後に訪れた岡山空港では、羽田行きの飛行機が出発する様子を見学しました。離陸する際

には歓声が上がりました。

どの見学場所でも、いろいろなものに関心をもち、驚きや感動の声を上げる子どもたちの素

直な心に感心しました。岡山の文化や歴史にたくさん触れ、心に残る一日

になりました。

１０月１４日（土）、真庭支部学童陸上運動記録会が落合
中学校で開催され、５・6年生の１０名が出場しました。
運動会が終わってから、体育の時間を使って練習に励んだ

５・6年生。少しずつこつをつかんで、自己記録が伸びてい
く楽しさを実感していました。
そして迎えた本番当日。絶好のコンディションのもと、真

庭市と新庄村の２１の小学校から集まった５・6年生と競い
合うことができました。
富原小の児童は１００ｍ走、ソフトボール投げ、走り幅跳びの個人種目、男女の４×１

００ｍリレーに出場しました。全員健闘し、ほとんどの人が自己ベスト記録を出すことが
できました。また、応援席が隣だった月田小や勝山小の児童とも仲良くなり、お互いの応
援をして健闘を讃え合いました。記録を伸ばすことにチャレンジし、その成果を多くの人
に見てもらえたことは、５・6年生にとって、とても貴重な経験となりました。保護者の
皆様も、送迎と熱い応援をありがとうございました。



１０月２１日（土）から２９日（日）に「旧富山

小学校」で開かれる「杜のアート展２０２３」に、

今年も富原小学校全児童の「作品」が発表されま

す。

９月末に昨年もお世話になった真庭市在住の音楽

家、江南泰佐さんから富原小学校の児童に「富山小

学校の校歌を歌って録音させてほしい」というオフ

ァーがありました。

平成１１年（１９９９年）に富原小学校に統合された富山小学校。その校歌を巡る物語は、

とても興味深いものです。富山小学校の校歌が作られたのは、戦後間もない頃。当時、富山小

学校に赴任されていた奥正子先生という若い先生が、作詞作曲されました。その歌詞からは、

富山の子どもたちの大いなる成長を願う思いが伝わります。しかし、その後、その校歌は歌わ

れなくなり、年月が流れました。

江南さんは、今回の企画に当たって、その校歌を知る富山小

学校卒業生の方に、校歌の作られたいきさつや、当時の学校生

活などについてインタビューを行いました。また、地域の方が

歌ってくださった校歌のメロディーから楽譜を作り、富原小に

届けてくださいました。

富原小学校の児童が「富山小学校校歌」の練習に取り組んだ

のは録音のおよそ１週間前。時間はありませんでしたが、歌の

上手な富原の子はあっという間にマスターしました。

そして１０日（火）、江南さんが来てくださり、朝のわずかな

時間で録音に臨みました。まず最初は全校で、続いて３・４年生

の７人での録音を行いましたが、両方とも１発ＯＫ！江南さんに

よって、子どもたちの歌声と富山小学校卒業生の方の歌声やイン

タビューの音声が組み合わされた作品ができあがりました。

「杜のアート展２０２３」では、映像作家の池田将さんと江南

さんによるコラボ作品『ゆらめき in the Era』として展示され

ます。今はない学校の校歌をよみがえらせるという活動に参加し

たことをきっかけに、地域の歴史やいろいろな人の思いについて

考える機会にもなると思います。先日、チラシを配付しておりま

すので、会場の旧富山小学校にぜひ足を運んでみてください。

１０月１３日（金）に、学校の畑で栽培していたさつまいもの収

穫を行いました。５月のいも苗植えに続き、今回もボランティアの

方が、事前につるを切ったり、一緒にいも掘りを手伝ったりしてく

ださいました。

そして１９日（木）に、再びボランティアの

方にご協力いただき、校庭で焼きいもにしてお

いしくいただきました。秋晴れの空の下で、地

域の方とふれあいながら楽しい時間を過ごすこ

とができました。


